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“正月の準備” “正月の準備” 

12　　12005 DECEMBER

１１月１５日、南部宅老所で高齢者の皆さんが、正月飾りのしめ縄作りに挑戦し　１１月１５日、南部宅老所で高齢者の皆さんが、正月飾りのしめ縄作りに挑戦し
ました。ました。
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広報あぐい　２００５年１２月１日号

　

町
内
の
公
共
施
設
で
実
施
し
た
吹
き
付

け
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
の
調
査
結
果
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

　

九
月
二
十
八
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で

町
内
の
公
共
施
設
二
十
六
カ
所
（
下
表
参

照
）
で
吹
き
付
け
石
綿
の
含
有
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
南
部
小
学
校
南
館
の
校

舎
東
側
階
段
上
げ
裏
、
屋
内
運
動
場
の
器

具
庫
天
井
と
キ
ャ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
ク
裏
、
中

央
公
民
館
本
館
機
械
室
、
役
場
の
機
械
室
、

町
議
会
議
長
室
の
天
井
裏
の
五
カ
所
に
吹

き
付
け
石
綿
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
教
育
委
員
会
か
ら
南
部
小
学

校
児
童
の
保
護
者
に
、
十
一
月
八
日
付
け

で
「
飛
散
の
可
能
性
が
少
な
い
と
考
え
る

が
、
児
童
の
安
全
性
を
考
慮
し
、
緊
急
措

置
と
し
て
該
当
個
所
の
使
用
禁
止
措
置
を

と
る
」
こ
と
を
通
知
し
、
該
当
個
所
を
使

用
禁
止
と
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
個
所

に
つ
い
て
は
、
関
係
職
員
以
外
の
立
ち
入

り
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
方
か
ら
健
康
被
害
の
報
告
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
安
全
性
を
考
え
、
早
急
に

補
正
予
算
を
組
み
、
吹
き
付
け
石
綿
の
除

去
工
事
を
行
い
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
３
０
）

公
共
施
設
の
５
カ
所
で
ア
ス
ベ
ス
ト
を
使
用 

備考・建築年吹き付け石綿の有無対象面積調　　査　　個　　所施設名所管課吹
き
付
け
石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）調
査
結
果
一
覧
表

Ｓ４８あり２５０．０機械室・ボイラー室役場本庁舎総 務 課

〃あり１０．０議長室から廊下天井裏〃〃

Ｓ５１なし２１５．９遊戯室天井卯ノ山児童館住民福祉課

Ｓ５２あり２２６．３１階・２階機械室中央公民館本館社会教育課

〃なし１１４．０階段上げ裏〃〃

－なし１６．８ろ過機械室町営プール〃

Ｓ４６なし７０．０北館校舎西階段上げ裏阿久比中学校学校教育課

Ｓ５８なし１２０．０南館校舎西階段上げ裏〃〃

Ｓ４６なし２０．０浄化槽ポンプ室〃〃

Ｓ５０なし８０．０南館校舎西階段上げ裏東部小学校〃

Ｓ５３なし８０．０南館校舎東階段上げ裏〃〃

Ｓ４９なし６０．０屋内運動場器具庫天井〃〃

〃なし６０．０屋内運動場更衣室天井〃〃

Ｓ４７なし８０．０北館階段上げ裏英比小学校〃

Ｓ４９なし１３０．０北館２階渡り廊下天井〃 〃

Ｓ５７なし２２０．０西館階段上げ裏〃〃

〃なし２０．０西館音楽室天井〃〃

Ｓ５１なし９００．０屋内運動場アリーナ天井〃〃

〃なし１２６．０屋内運動場器具庫天井〃〃

Ｓ５４なし８０．０南館階段上げ裏草木小学校〃

Ｓ５８なし１００．０屋内運動場キャットウォーク上げ裏〃〃

Ｓ５３あり３０．０南館校舎東階段上げ裏南部小学校〃

Ｓ４１・Ｓ４６なし５０．０北館１階給食配膳室〃〃

Ｓ５５あり １４０．０屋内運動場器具庫天井、キャットウォーク裏〃〃

Ｓ５５なし４４．３汚水処理施設機械室学校給食センター〃

Ｓ５８なし４２．６３階空調機械室町立図書館〃

取
り
除
い
て
し
ま
え
ば

安
心
で
す

　

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
は
、
そ
こ

に
あ
る
こ
と
自
体
が
直
ち
に
問
題
な

の
で
は
な
く
、
飛
び
散
る
こ
と
、
吸

い
込
む
こ
と
が
問
題
（
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ

い
て
Ｑ
＆
Ａ
か
ら　

http://w
w
w
.

m
hlw
.go.jp/topics/2

0
0
5
/0
7
/

tp0
7
2
9

‐ 1.htm
l

）
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の
除
去
工
事
で
町
内
公
共

施
設
の
吹
き
付
け
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス

ト
）
を
全
て
取
り
除
き
、
健
康
被
害

が
で
な
い
よ
う
に
、
万
全
な
工
事
を

行
い
ま
す
。
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※　

反
射
タ
ス
キ
を
防
災
交
通
課
で
無
料

配
布
し
て
い
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

防
災
交
通
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
８
）

○　

高
齢
者
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う

　

家
庭
で
は

・　

外
出
の
際
（
歩
行
、
自
転
車
、
自
動

車
運
転
）
に
は
、
注
意
を
呼
び
か
け
る

習
慣
を
つ
く
る
。

　

運
転
者
は

・　

道
路
横
断
中
や
自
転
車
乗
用
中
の
高

齢
者
を
見
か
け
た
ら
、
十
分
に
ス
ピ
ー

ド
を
落
と
し
、
思
い
や
り
運
転
に
心
が

け
る
。

し
合
う
機
会
を
も
つ
。

・　

車
を
運
転
し
て
訪
問
し
た
人
に
は
、

絶
対
に
酒
類
を
す
す
め
な
い
。

　

運
転
者
は

・　

飲
酒
を
伴
う
会
合
な
ど
へ
の
出
席
は
、

公
共
の
交
通
機
関
を
利
用
し
た
り
家
族

に
送
迎
を
依
頼
す
る
。

・　

飲
酒
運
転
の
危
険
性
や
反
社
会
性
を

よ
く
理
解
し
、
飲
酒
運
転
を
絶
対
に
し

な
い
信
念
を
も
つ
。

○　

ラ
イ
ド
＆
ラ
イ
ト
運
動
（
夕
暮
れ
時

の
前
照
灯
早
め
点
灯
運
動
）
を
進
め
よ

う

　

家
庭
で
は

・　

夕
暮
れ
時
の
交
通
事
故
の
危
険
性
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
目
立
つ
服
装
や
反

射
材
の
着
用
に
心
が
け
る
。

・　

午
後
四
時
に
前
照
灯
を
点
灯
す
る
よ

う
に
注
意
し
合
う
。

　

運
転
者
は

・　

前
照
灯
を
午
後
四
時
に
点
灯
し
、
夕

暮
れ
時
や
夜
間
の
交
差
点
で
は
確
実
に

安
全
確
認
を
行
う
。

・　

夜
間
や
夕
暮
れ
時
の
目
で
確
認
す
る

力
の
低
下
に
つ
い
て
自
覚
し
、
ス
ピ
ー

ド
を
控
え
た
運
転
に
心
が
け
る
。

　

一
年
を
通
じ
て
日
没
時
刻
が
最
も
早
い

こ
の
時
期
、
毎
年
、
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間

に
か
け
て
の
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。

　

忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
飲
酒
運
転

に
よ
る
事
故
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

十
二
月
は
交
通
死
亡
事
故
の
最
多
発
月

（
過
去
十
年
間
累
計
）
で
す
。
特
に
、
昨

年
は
高
齢
者
の
死
亡
事
故
が
多
発
し
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
時
期
に
合
っ
た
重
点
的

か
つ
継
続
的
な
交
通
安
全
運
動
を
県
内
全

域
で
展
開
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安

全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
、

交
通
事
故
の
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

重
点
目
標

○　

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

　

家
庭
で
は

・　

飲
酒
の
予
定
が
あ
る
日
の
外
出
は
、

帰
宅
の
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
お

く
。

・　

飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
の
悲
惨
さ
と

責
任
の
重
大
さ
に
つ
い
て
、
家
族
で
話

人　　　　　　数件　　　　　　数
区　　分

増　減１６　年１７　年増　減１６　年１７　年

－１３２－１３２死　　亡

＋１３４＋１３４重　　傷

－７２４４２３７＋７１７９１８６軽　　傷

－７２５０２４３＋７１８５１９２合　　計

阿久比町交通事故発生状況阿久比町交通事故発生状況《平成１７年１月～１０月末》

ドライバーに早く気付いてもらいましょう 

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動 
１２
月
１
日（
木
）か
ら 

１２
月
１０
日（
土
）ま
で 
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事
　
業
　
名 

借
　
入
　
先 

下水道事業 

４５億３，１４７万円 

郵政公社 

２７億９，４５２万円 

財務省 

１６億７，２７２万円 

臨時財政 
対策 

１２億８，９９２万円 

一般単独 

１２億４，６２０万円 

半田 
信用金庫 
９億６５1万円 

公営公庫 

１５億７，９９６万円 

その他 
１０億１,４９５万円 

義務教育　２億３，６７８万円 

その他　１億７，０５７万円 

減税 
補てん 

９億５，１５１万円 

UFJ銀行 
４億５,７７９万円 

《基金の内訳》
１５億４，８８１万円財政調整基金

３２万円減 債 基 金
１，５４２万円公共施設整備基金
８億７３２万円庁舎建設基金
１億３，７０４万円福 祉 基 金

０愛知用水二期事業
建設負担金助成基金

２５３万円学校整備基金
１００万円学校図書購入基金
３００万円図書購入基金

１億６，７６７万円土地開発基金

１億５，０００万円国民健康保険
財政調整基金

０介護給付費準備基金

　阿久比町では、皆さんに納めていただいた貴重な税金などが、どのように使われて
いるかを知っていただくため、毎年６月と１２月の２回、財政状況を公表しています。
　今回は、平成１７年度上半期（４月～９月）の財政状況と平成１６年度決算状況をお知
らせします。　　　　□問い合わせ先　企画財政課（４８）１１１１（内２３２）

　上半期の収入率は５７．０パーセントで前年度上半期の５８．４パーセントと比較して１．４パー
セント減少しました。

町債現在高 ８４億２，６４５万円

２４，８００人　　　　人　　口

７，９４０世帯　　　世　帯　数

人口・世帯数

４５，８６１円１人当たり

１４３，２４３円１世帯当たり

町税の負担状況（個人町民税）

　　　　　　　　０円

一時借入金現在高

�

６４，５１５．８７㎡建　　物
４７７，５５７．７１㎡土　　地
２８億３，３１１万円基　　金

町 有 財 産

0　予算額 5億 10億 15億 20億 25億 30億 35億 

町税 
32億7,343万円 

地方交付税 
  4億9,400万円 

繰越金 
  4億4,121万円 

町債 
  3億9,500万円 

繰入金 
  3億6,100万円 

県支出金 
  3億649万円 

諸収入 
  2億7,004万円 

国庫支出金 
  2億6,755万円 

その他 
  8億8,062万円 

21億3,028万円 

3億2,448万円 

収入済額 
38億1,548万円 
（57.0％） 

4億4,121万円 

2億4,200万円 

4,884万円 

7,111万円 

6,071万円 

4億9,685万円 

一般会計予算執行状況 

予  算  額　66億8,934万円 
収入済額　38億1,548万円 

■は収入済額 

歳 入歳 入
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予算額　0 5億 10億 15億 20億 

1億7,929万円 

2億7,625万円 

3億980万円 

2億322万円 

1億6,917万円 

1億6,517万円 

民生費 
17億4,463万円 

土木費 
  9億2,584万円 

教育費 
  9億979万円 

総務費 
  9億275万円 

衛生費 
  6億4,734万円 

農林水産業費 
  4億9,596万円 

公債費 
  4億7,488万円 

消防費 
  3億4,269万円 

その他 
  2億4,546万円 

高齢者や障害者に対する 
福祉サービスなど 

道路など生活に必要な 
都市基盤の整備など 

小中学校・図書館などの 
教育基盤の整備など 

役場の一般的な事務の 
運営費など 

町民の健康を守ること、 
ごみやし尿の処理など 

農林水産業の振興など 

町債（町の借金）の返済 

消防整備や防災体制の充実など 

議会費や予備費など 

一般会計予算執行状況 

予  算  額　66億8,934万円 
支出済額　27億3,847万円 

■は支出済額 

6億3,010万円 

3億8,597万円 

4億1,950万円 

支出済額 
27億3,847万円 
（40.9％） 

　上半期の支出率は４０．９パーセントで前年度上半期の４６．１パーセントと比較して５．２パー
セント減少しました。歳 出歳 出

阿久比町の財政状況
平成１７年度上半期〔４月～９月〕（９月３０日現在）

支出済額収入済額予　算　額区 分

８億１，６５１万円８億６５万円２０億５，２６１万円国民健康保険

７億４，５４４万円７億３８３万円１６億１，９１３万円老 人 保 健

３，５７０万円３，５７０万円７，１２９万円土 地 取 得

２億４，７４４万円１億２，１３０万円８億３，６２８万円下水道事業

３億９，６９８万円３億９，１０８万円１１億１，３５３万円介 護 保 険

４億６，４２８万円予　算　額
収　

入収　

益　

的

２億４，０４４万円執　行　額

４億９，９２０万円予　算　額
支　

出
２億４５０万円執　行　額

１億１，７５０万円予　算　額
収　

入資　

本　

的

１，２６３万円執　行　額

２億５，９０５万円予　算　額
支　

出
２，５８２万円執　行　額

特　別　会　計 企業（水道事業）会計
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平
成
十
六
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入
決

算
額
は
七
十
二
億
三
百
六
十
四
万
円
で
、

前
年
度
に
比
較
し
、
三
億
四
千
五
百
六
万

円
（
五
％
）
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
町
税
一
億
六
百
十
七
万
円
（
三
・
三
％
）、

町
債
二
億
六
千
五
百
四
十
万
円
（
三
三
・

七
％
）
な
ど
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
決
算
額
は
六
十
七
億
五
千
九
百
十

八
万
円
で
、
前
年
度
に
比
較
し
、
二
億
九

千
九
百
六
十
八
万
円
（
四
・
六
％
）
増
加

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
町
債
五
億
二
千

九
百
三
十
万
円
の
借
り
換
え
を
し
た
た
め

で
す
。

災害に強い安全な町づくりのために導入した新型はしご車

民生費（２３.８％） 
１６億８４９万円 

総務費（１５.２％） 
１０億２，４９７万円 

その他（３.２％） 
２億１，３８８万円 

農林水産業費（４.１％） 
２億７,９５０万円 

公債費（１３.８％） 
９億３，３９０万円 

消防費（５.０％） 
３億３,８３８万円 

衛生費（８.８％） 
５億９，３５８万円 

土木費（１２.７％） 
８億５，７２２万円 

教育費（１３.４％） 
９億９２６万円 

歳  出 
６７億５，９１８万円 土木費（１２.７％） 

８億５，７２２万円 

町税（４６.６％） 
３３億５，４３２万円 

町債（１４.６％） 
１０億５，２２０万円 

その他（１０.２％） 
７億３，３７２万円 
 
地方消費税交付金（３.１％） 
２億２，１５７万円 
 
諸収入（３.７％） 
２億７，０１１万円 
 
国庫支出金（３.９％） 
２億８，０４１万円 
 
県支出金（４.２％） 
２億９，９７８万円 
 
繰越金（５.５％） 
３億９，９０８万円 
 
地方交付税（８.２％） 
５億９，２４５万円 

歳  入 
７２億３６４万円 町たばこ税（５.８％） 

１億９,５７５万円 

固定資産税 
（４４.８％） 
１５億３５８万円 

町民税（４１.２％） 
１３億８,０７２万円 

都市計画税（７.１％） 
２億３,７８４万円 

その他（１.１％） 
３,６４３万円 

町税の構成比 

平成１６年度

一般会計
　歳入歳出決算

歳出（支出）決算額歳入（収入）決算額会計名

６７億５，９１８万円７２億３６４万円一般会計

５１億６，０４１万円５４億６，３２０万円特別会計

１７億５，０３５万円２０億１８４万円　国民健康保険

１６億４，７２１万円１６億５，０６６万円　老人保健

７，１８０万円７，１８０万円　土地取得

７億８，６２９万円７億９，９９１万円　下水道事業

９億　４７６万円９億３，８９９万円　介護保険

６億３，６６９万円５億５，７３７万円企業（水道事業）会計

４億６，６８６万円４億６，４００万円　収益的

１億６，９８３万円９，３３７万円　資本的

１２５億５，６２８万円１３２億２，４２１万円総合計

平成１６年度 会計別決算

決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決
算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算
状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状
況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況

財 政 状 況

平成１６年度
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組合債の現在高

現　在　高借　入　先現　在　高目　　　　　　的

２８億２，１８６万円財 務 省２億４，５７７万円余 熱 利 用 施 設 整 備 事 業 債

２１１万円総 務 省１９億７，９６２万円し 尿 処 理 施 設 整 備 事 業 債

２８億２，３９７万円計５億５，５２４万円排ガス高度処理施設整備事業債

２，６８５万円ごみ処理施設災害復旧事業債

１，４３８万円余熱利用施設災害復旧事業債

２１１万円清掃運搬施設等整備事業債

２８億２，３９７万円計

　

２
市
２
町
（
阿
久
比
町
、
大
府
市
、
豊
明
市
、
東
浦
町
）
で
構
成
し
て
い
る
、
東
部
知

多
衛
生
組
合
の
財
政
状
況
を
、
東
部
知
多
衛
生
組
合
財
政
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
に

基
づ
き
公
表
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
十
七
年
度
上
半
期
（
四
月
〜
九
月
）
の
財
政
状
況
と
平
成
十
六
年
度
決

算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

東
部
知
多
衛
生
組
合　

�
０
５
６
２（
４
６
）８
８
５
５

平成１６年度一般会計決算状況

歳　出歳　入

歳 出 決 算 額科　　　　　　目歳 入 決 算 額科　　　　　　目

１３１万円議 会 費１４億９，６４１万円分担金及び 負担金

５，７６３万円総 務 費２億４，４００万円使用料及び 手数料

１１億９，７８４万円衛 生 費２，６００万円財 産 収 入

５億７，４６８万円公 債 費７，９６８万円繰 越 金

０予 備 費４７６万円諸 収 入

１８億３，１４６万円歳 出 合 計１８億５，０８５万円歳 入 合 計

一般会計予算執行状況（平成１７年９月３０日現在）
歳　入

収入率（％）収入済額予算現額科　　目

５４．８８億８，３６２万円１６億１，３２８万円分担金及び負担金

４８．２１億１，３２６万円２億３，４８１万円使用料及び手数料

２５２．７５，０８１万円２，０１１万円財 産 収 入

１９３．９１，９３９万円１，０００万円繰 越 金

１００．０１８５万円１８５万円諸 収 入

５６．９１０億６，８９３万円１８億８，００５万円歳 入 合 計

歳　出

執行率（％）支出済額予算現額科　　目

５．９８万円１４４万円議 会 費

３１．４２，００４万円６，３８２万円総 務 費

３７．６４億６，２３３万円１２億３，０１１万円衛 生 費

５０．０２億８，７３４万円５億７，４６８万円公 債 費

０．００１，０００万円予 備 費

４０．９７億６，９７９万円１８億８，００５万円歳 出 合 計

財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状
況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況

東
部
知
多
衛
生
組
合

建物　１５，７７３．６１㎡
土地　６１，２８９．０６㎡

組合財産
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�������
　

十
一
月
十
九
日
と
二
十
日
の
二
日
間
第

二
十
八
回
産
業
ま
つ
り
が
阿
久
比
ス
ポ
ー

ツ
村
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

商
工
会
や
協
賛
企
業
、
商
店
な
ど
の
各

種
出
店
コ
ー
ナ
ー
や
農
畜
産
物
の
直
売
所

な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

会
場
に
設
け
ら
れ
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

伊
賀
流
忍
者
シ
ョ
ー
や
大
道
芸
人
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

二
日
間
で
約
一
万
人
の
皆
さ
ん
が
会
場

を
訪
れ
、
産
業
ま
つ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

赤い羽根共同募金をする子どもたち

先着２００人に無料配布されたブルーベリーの苗木

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

第28回 

産業まつり 
第28回 

産業まつり 産業まつり 

ステージで繰り広げられたショー
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オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

●私たちも新聞記者になれるかなあ

　１１月１３日と２０日、町立中央公民館でファミリー新聞
講座が行われました。
　新聞記者のＯＢらを講師に迎え、１０組の家族が参加
して新聞の作り方を学びました。
　秋をテーマに過去の新聞記事を切り抜き、コメント
を加えて自分たちで独自の紙面を作り、新聞製作バス
で新聞が実際に刷りあがってくるまでを体験しました。
　新聞に親しみを持ってもらうのが講座のねらいで、
参加者は楽しそうに自分たちの新聞を作っていました。

親子で新聞作りを楽しむ参加者

●この本、もらえるの

　１１月１２日と１３日の２日間、町立図書館でリサイクル
フェアが行われました。
　図書館で蔵書としての保存期限が過ぎ除籍された本
や雑誌を、１人１０冊まで無料で来館者に提供しました。
　掘り出し物を見つけようと、開館前から多くの人の
列ができ、整理券を配るほどの大盛況となり２日間で約
３７０人の参加者が集まりました。
　参加者の中から「この本、以前からほしいと思って
いたの」と話しているのが聞こえてきました。

多くの人でにぎわうリサイクルフェア会場

　

産
業
ま
つ
り
の
特
設
会
場
（
ス
ポ
ー

ツ
村
陸
上
競
技
場
）
で
は
、
阿
久
比
町

商
工
会
青
年
部
の
主
催
で
「
ギ
ネ
ス

ブ
ッ
ク
に
挑
戦　

世
界
一
の
お
む
す
び

ア
ー
ト
」
と
銘
打
っ
て
、
町
内
外
約
八

百
人
の
参
加
者
が
一
万
四
千
五
百
九
十

二
個
の
お
む
す
び
を
に
ぎ
っ
て
縦
６ 
㍍
、

横
７ 
㍍ 
の
阿
久
比
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
�
ア
グ
ピ
ー
�
を
描
き
ま
し

た
。

　

完
成
後
に
は
、
参
加
者
全
員
で
お
む

す
び
を
ほ
お
ば
り
、
商
工
会
青
年
部
の

皆
さ
ん
は
�
お
む
す
び
�
と
い
う
言
葉

に
か
け
て
「
こ
の
企
画
で
多
く
の
皆
さ

ん
の
心
が
�
結
ば
れ
た
�
こ
と
が
何
よ

り
も
う
れ
し
い
」
と
喜
び
を
話
し
て
い

ま
し
た
。

ギネスに挑戦した仲間で“ハイポーズ”

完成したおむすびアート“アグピー”

　

商
工
会
で
は
、
お
む
す
び
の
数
と
作

品
の
大
き
さ
を
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
申
請

す
る
そ
う
で
す
。

真剣におむすびをにぎる参加者
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「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
だ
れ
で
も
」
を

目
標
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
を
支

援
す
る
「
い
き
が
い
教
室
」
を
開
講
し
ま

す
。

　

気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

�◆
期
間　

一
月
二
十
一
日（
土
）

　
　
　
　

一
月
二
十
八
日（
土
）全
二
回

◆
会
場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　

小
学
三
年
生
〜
六
年
生

子
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
Ⅳ

◆
定
員　

三
十
人

◆
内
容　

紙
粘
土
で
作
る
ひ
な
人
形
と
洋

菓
子
作
り
の
教
室
で
す
。

◆
講
師　

知
嵜
み
き
ほ
か

◆
受
講
料
な
ど　

千
四
百
円
程
度

�◆
期
間　

十
二
月
二
十
七
日（
火
）

◆
時
間　

①
午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時

　
　
　
　

②
午
後
六
時
半
〜
午
後
八
時

◆
会
場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

各
十
五
人

◆
内
容　

正
月
用
の
生
け
花
の
教
室
で
す
。

生
花
と
自
由
花
の
い
ず
れ
か
を
選

ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
講
師　

大
棟
峯
子

◆
受
講
料
な
ど　

生
花　
　

二
千
二
百
円

　
　
　
　
　
　
　

自
由
花　

三
千
二
百
円

�◆
期
間　

一
月
十
四
日（
土
）〜

　
　
　
　

三
月
二
十
五
日（
土
）全
六
回

◆
時
間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　

一
般
ま
た
は
親
子（
小
学
三
年

生
以
上
）

◆
定
員　

二
十
人

◆
内
容　

ビ
ー
ズ
で
指
輪
や
ス
ト
ラ
ッ
プ

を
計
６
種
類
作
り
ま
す
。

◆
講
師　

山
口
和
美

◆
受
講
料
な
ど　

六
千
二
百
円

�◆
期
間　

一
月
十
六
日（
月
）〜

正
月
用
生
け
花
教
室
①
②

手
工
芸
教
室
／
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー

ト
ラ
ベ
ル
英
語
教
室

　
　
　
　

二
月
二
十
日（
月
）全
六
回

◆
時
間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時

◆
会
場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
内
容　

旅
行
で
役
立
つ
英
会
話
の
教
室

で
す
。

◆
講
師　

グ
レ
ン
モ
ッ
ク
ス
ハ
ム

◆
受
講
料
な
ど　

千
二
百
円

�◆
期
間　

一
月
十
九
日（
木
）〜

　
　
　
　

二
月
二
十
三
日（
木
）全
６
回

◆
対
象　

一
般

◆
会
場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
時
間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半

◆
定
員　

二
十
人

◆
内
容　

食
事
、
慶
事
、
来
客
時
な
ど
で

役
立
つ
マ
ナ
ー
の
教
室
で
す
。

◆
講
師　

中
西
視
緒
乃

◆
受
講
料
な
ど　

千
二
百
円

�◆
期
間　

一
月
二
十
日（
金
）〜

　
　
　
　

二
月
二
十
四
日（
金
）

◆
時
間　

午
後
二
時
〜
午
後
三
時
半

◆
会
場　

エ
ス
ペ
ラ
ン
ス
丸
山

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

百
人

◆
内
容　
「
尾
張
・
三
河
の
宗
教
と
文
化
」

を
テ
ー
マ
に
五
人
の
講
師
を
招
き

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
学
び
ま
す
。

◆
講
師　

福
岡
猛
志
ほ
か

◆
受
講
料
な
ど　

千
円

マ
ナ
ー
教
室「
セ
ン
ス
ｕ
ｐ
マ
ナ
ー
」

歴
史
講
座

平
成
１７
年
度
第
４
期 

　 
い
き
が
い
教
室
・
講
座
開
講 子どもチャレンジスクール
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�◆
期
間　

一
月
二
十
五
日（
水
）〜

　
　
　
　

三
月
一
日（
水
）全
六
回

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会
場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
内
容　

小
筆
・
鉛
筆
・
サ
イ
ン
ペ
ン
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
物
を
使
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
の
書
き
方
を
学
習
し
ま
す
。

◆
講
師　

阿
部
喜
七

◆
受
講
料
な
ど　

千
二
百
円

�◆
期
間　

三
月
七
日（
火
）

　
　
　
　

三
月
十
四
日（
火
）全
二
回

◆
時
間　

①
午
前
九
時
半
〜
午
前
十
一
時
半

　
　
　
　

②
午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　

一
般
（
託
児
あ
り
五
人
ま
で
）

実
用
書
と
ペ
ン
習
字

パ
ソ
コ
ン
教
室
／
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
作
ろ
う
①
②

◆
定
員　

各
二
十
人

◆
内
容　

誕
生
日
・
ク
リ
ス
マ
ス
・
入
学
・

卒
業
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
使

え
る
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
パ
ソ
コ
ン

で
作
る
講
座
で
す
。

◆
講
師　

高
士
敦
子

◆
受
講
料
な
ど　

五
百
円

※　

託
児
は
午
前
の
部
①
の
み
で
す

�◆
期
間　

一
月
十
日（
火
）〜

　
　
　
　

二
月
九
日（
木
）

　
　
　
　

毎
週
火
・
木
曜
日　

全
十
回

◆
時
間　

①
午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半

　
　
　
　

②
午
後
七
時
〜
午
後
九
時

◆
会
場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

各
二
十
人

◆
内
容　

ワ
ー
ド
２
０
０
０
の
基
礎
講
座

◆
受
講
料　

二
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実

費
負
担
）

�◆
期
間　

二
月
十
六
日（
木
）

　
　
　
　

三
月
十
七
日（
金
）

　
　
　
　

毎
週
木
・
金
曜
日　

全
十
回

◆
時
間　

①
午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半

　
　
　
　

②
午
後
七
時
〜
午
後
九
時

◆
会
場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

各
二
十
人

◆
内
容　

エ
ク
セ
ル
２
０
０
０
の
基
礎
講

座

◆
受
講
料　

二
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実

費
負
担
）

Ｉ
Ｔ
基
礎
技
能
講
習
会「
ワ
ー
ド
の
基
礎
」①
②

Ｉ
Ｔ
基
礎
技
能
講
習
会「
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
」①
②

申
込
期
限

　

十
二
月
十
六
日（
金
）

町内に在住、在勤、在学している方。

申 込 資 格

社会教育課公民館係　ＴＥＬ（４８）１１１１（内２６０）
　　　　　　　　　　ＦＡＸ（４８）６２２９
メールアドレス　shakyo@town.agui.lg.jp

申し込み・問い合わせ先

　定員を超えた場合は初めての

方を優先し、抽選により決定し

ます。申し込みが１０人未満の場

合や講師の都合により変更など

もありますので了承ください。

開講にあたって

IT基礎技能講習会

　電話（平日午前９時～午後５時）

FAX・メール（FAX・メールで申

し込みの場合は希望教室・講座名、

住所、氏名、電話番号を記載して

ください。）または生涯学習ガイド

ブックについているハガキを郵送

してください。直接窓口に来てい

ただいても結構です。

申 込 方 法
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　中央公民館本館の廊下やロビーなどに飾ってある絵
画などが月に１回程度変わっているのを知っていますか。
　文化協会とサークル協議会の９団体の作品をロー
テーションで展示しています。皆さんの力作が展示し
てありますので、公民館に来た時には、ぜひご覧くだ
さい。

が ん ば っ て い ま す

公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回廊廊廊廊廊廊廊廊廊廊廊廊廊廊廊廊廊廊廊廊廊展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示
（阿久比町文化協会）
絵の会はまゆう、阿久比町油絵同好会、みずゑ
の会
（サークル協議会）
絵画同好会、絵手紙同好会、チラシ版画同好会、
水彩２０会、萌の会、スケッチ燦

　愛知万博が終了して２カ月が過ぎました。
　もう記憶のかなたへという方も多いかもしれません。
公民館では阿久比町とフレンドシップ事業で交流を深
めたソロモン諸島の民芸品などの展示を行っています。
　展示を見て、ソロモン諸島を懐かしく思い出してく
ださい。

ソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展

ご 覧 く だ さ い

日にち　　１２月２８日（水）まで

場　所　　中央公民館本館２階

読書感想文　金賞読書感想画　金賞
書　　　名学校・学年氏　名書　　　名学校・学年氏　名

ないた東部小１年佐藤　　倭むしたちのおんがくかい東部小２年浪岡　怜作
いのちは見えるよ東部小２年新美　　遥カブトムシ英比小１年竹内　翔麻
スズメの大研究東部小３年岡戸　達哉トガリ山のぼうけん⑧てっぺんの湖英比小５年鈴木　孝浩
アレクセイと泉のはなし英比小５年渡邉　月子かげまる草木小３年竹内　　嶺
秘密の道をぬけて英比小６年加納　　亮フクロウはだれの名を呼ぶ草木小６年梶原　拓也
ファーブル昆虫記南部小４年阿知波　遼フルーツポンチはいできあがり南部小４年阿知波　遼
１リットルの涙阿久比中１年竹内　琴音夏の庭　The Friend阿久比中１年竹内　琴音
ガラスのうさぎ阿久比中２年足立　文乃グッド・ラック阿久比中２年新美　早紀
私を抱いてそしてキスして阿久比中３年新美　　綾オットーと空飛ぶふたご阿久比中３年永田　菜摘

��������	
��
��
　町内の小・中学生を対象に実施された第１６回読書感想
画・文コンクールの表彰式が１１月５日、町立図書館で行
われました。
　コンクールには感想画１，５３１点、感想文１，８９８点の応募
があり、審査の結果、金・銀・銅賞に計１２６点の作品が選
ばれました。
　金賞を受賞した皆さんは下記のとおりです。（敬称略）表彰式
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阿
久
比
高
等
学
校
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス 

Ｑ　

ど
の
よ
う
な
教
育
が
行
わ
れ
る
の
で

す
か
。

A　

①
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
と
の
交

流
（
外
国
人
講
師
に
よ
る
授
業
、
国
内

英
語
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

　

②
海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
カ
ナ
ダ

バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
の
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
・
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
計
画
）

　

③
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
Ｌ
Ｌ
演
習
（
教
室

で
の
徹
底
し
た
少
人
数
教
育
）

　

④
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
な
ど
、
英
語
検
定
試

験
へ
挑
戦

□
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
立
阿
久
比
高
等
学
校

　

�（
４
８
）７
１
１
１

Ｑ　

入
試
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A　

普
通
科
と
し
て
一
括
募
集
し
ま
す
。

　

出
願
時
に
希
望
を
と
り
、
願
書
と
一

緒
に
提
出
さ
れ
た
「
コ
ー
ス
希
望
票
」

を
参
考
に
コ
ー
ス
を
決
定
し
ま
す
。

Ｑ　

募
集
定
員
は
何
人
で
す
か
。

A　

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

は
四
十
人
の
予
定
で
す
。

　

阿
久
比
高
校
で
は
、
普
通
科
の
中
に
国

際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
を
設
置

し
て
、「
英
語
が
使
え
る
日
本
人
の
育
成
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ス
で
は
、
外
国
に
興
味
や
関

心
が
あ
り
、
英
語
を
学
び
た
い
と
考
え
る

若
者
た
ち
の
能
力
を
伸
ば
す
た
め
に
創
意

工
夫
を
し
、
会
話
能
力
を
身
に
つ
け
、
英

語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
人

材
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

国
際
化
・
情
報
化
の
時
代
に
生
き
た
英

語
を
阿
久
比
高
校
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

阿
久
比
高
校
に
タ
ン
ザ
ニ
ア
政
府
か

ら
支
援
物
資
の
お
礼
の
手
紙
と
現
地
の

写
真
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
三
月
に
阿
久
比
高
校
イ
ン

タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
が
全
校
生
徒
に
呼

び
か
け
、
各
家
庭
か
ら
集
め
た
学
用
品

や
衣
類
な
ど
を
、
物
資
が
不
足
し
て
い

る
タ
ン
ザ
ニ
ア
へ
贈
り
ま
し
た
。

　

物
資
は
タ
ン
ザ
ニ
ア
北
西
部
の
ビ
ハ

ラ
ム
ロ
地
区
の
チ
ャ
ト
小
学
校
と
チ
ャ

ト
中
学
校
に
届
け
ら
れ
、手
紙
に
は「
寄

贈
に
対
し
て
深
い
感
謝
を
表
し
た
い
」

と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

タンザニアから送られてきた子どもたちの写真

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

コ
ー
ス 

“正しく発音するのは難しい”（コンピュータＬＬ演習の授業）

“私の英語が通じてる”（国内英語研修）



14

広報あぐい　２００５年１２月１日号

　

阿
久
比
町
社
会
福
祉
協
議
会
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
災
害
時
の
被
災

者
支
援
や
平
常
時
の
防
災
意
識
の
向
上
を

目
的
と
し
た「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」

（
定
員
二
十
五
人
）
を
開
催
し
ま
す
。

十
二
月
十
日（
土
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
演
会

・
時
間
と
場
所

　

午
前
十
時
〜
正
午　

　

中
央
公
民
館
３
０
１

・
演　

題

「
災
害
を
知
っ
て
地
域
防
災
力
を
高
め

よ
う
」

・
講　

師　

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
長　

鈴
木
盈
宏
さ
ん

※　

講
演
会
の
み
定
員
七
十
人

講
座
参
加
者
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

・
時
間
と
場
所

　

午
後
一
時
〜
午
後
三
時

　

中
央
公
民
館
２
０
１

十
二
月
十
七
日（
土
）　
　
　
　
　
　
　
　

阿
久
比
町
の
防
災
対
策

家
庭
に
お
け
る
防
災
・
減
災
、非
常
食
体
験

・
時
間
と
場
所

　

午
前
十
時
〜
午
後
零
時
半

　

中
央
公
民
館
２
０
１

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
模
擬
体
験

・
時
間
と
場
所

　

午
後
一
時
〜
午
後
三
時　

　

中
央
公
民
館
２
０
１

起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験

・
時
間
と
場
所

　

午
後
三
時
〜
午
後
三
時
半（
雨
天
中
止
）

　

公
民
館
駐
車
場

※　

す
べ
て
の
講
座
が
参
加
費
は
無
料
で

す
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
比
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
５
２
）

�
　

消
防
団
は
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
の
精
神
に
基
づ
き
、
消
火
・

防
災
活
動
で
活
躍
し
、
地
域
住
民
の
尊
い

生
命
、
身
体
、
財
産
を
守
り
、
自
主
防
災

会
と
同
様
、
地
域
防
災
の
主
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

消
防
団
に
よ
る

地
域
防
災
力
の
充
実

　

阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
救
出
さ
れ
た

方
の　

％
が「
自
力
・
家
族
・
自
主
防
災
会
・

７７

地
元
消
防
団
」
に
助
け
出
さ
れ
、
そ
の
う

ち　

％
の
方
が
生
還
で
き
ま
し
た
。

８０

　

地
域
が
消
防
団
と
一
体
と
な
っ
た
協
力

体
制
を
築
く
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。

　

阿
久
比
町
消
防
団
は
、
町
内
を
五
つ
の

地
区
に
分
け
、
団
員
数
九
十
一
人
（
定
数

百
五
人
）
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。（
平
成

十
七
年
十
一
月
十
五
日
現
在
）

　

主
な
活
動
は
年
始
の
消
防
出
初
式
に
始

ま
り
、
観
閲
式
、
消
防
操
法
大
会
、
防
災

訓
練
、
年
末
夜
警
な
ど
年
間
を
通
じ
て
訓

練
な
ど
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

町
内
に
は
、
大
型
の
消
防
車
輌
の
進
入

が
困
難
な
個
所
も
多
く
、
日
ご
ろ
の
訓
練

で
消
火
活
動
の
迅
速
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

十
一
月
十
三
日
、
親
田
池
周
辺
で
、
昨

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
実
戦
訓
練
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

半
田
消
防
署
阿
久
比
支
署
の
指
導
の
も

と
、
災
害
時
に
お
け
る
車
輌
走
行
、
迅
速
・

確
実
な
人
命
救
助
、
障
害
物
の
除
去
、
小

型
ポ
ン
プ
を
使
っ
た
消
火
な
ど
、
有
事
の

際
に
分
団
と
し
て
適
切
な
対
応
が
で
き
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
総
合
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

平
成
十
七
年
度
阿
久
比
町
消
防
団
実
戦
訓

練
結
果

○
優
勝　

第
４
分
団
（
卯
之
山
・
阿
久
比

団
地
・
阿
久
比
・
椋
岡
・
矢
口
）

○
準
優
勝　

第
３
分
団
（
草
木
）

　

現
在
、
消
防
団
員
数
の
減
少
、
消
防
団

員
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
今
ま
で
以
上
に
団
員
の
確
保

が
困
難
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
町
内
在
住

ま
た
は
在
勤
の
年
齢
十
八
歳
以
上
の
方
で

入
団
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
防
災
交
通
課

ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

阿
久
比
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
の
開
催

２７ 
防災交通課 

（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 

小型ポンプを使った消火の訓練

人命救助の訓練
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童話「ごんぎつね」の舞台となった権現山

カワセミを探した場所舗装されている川沿い

　

今
回
は
阿
久
比
町
と
半
田
市
の
境
界
を

流
れ
る
矢
勝
川
沿
い
を
歩
い
た
。

　

毎
週
の
よ
う
に
土
曜
日
に
な
る
と
雨
の

降
る
日
が
続
い
た
が
今
日
は
久
し
ぶ
り
の

い
い
天
気
。

　

ス
タ
ー
ト
地
点
の
半
田
池
の
ほ
と
り
か

ら
西
の
方
角
に
く
っ
き
り
と
鈴
鹿
山
脈
が

見
え
る
。
山
の
頂
に
は
ま
だ
雪
は
な
い
が
、

こ
の
原
稿
が
皆
さ
ん
に
読
ま
れ
る
こ
ろ
に

は
多
分
う
っ
す
ら
と
雪
化
粧
し
て
い
る
こ

と
だ
ろ
う
。

　

遠
く
に
見
え
る
山
を
背
に
し
て
ぶ
ら
り

旅
を
始
め
た
。
川
の
流
れ
は
昨
日
の
雨
で

少
し
増
水
し
、
濁
っ
て
い
る
。
小
高
い
丘

に
は
ミ
カ
ン
畑
が
広
が
り
、
ち
ょ
う
ど
食

べ
ご
ろ
に
色
づ
い
た
ミ
カ
ン
が
鈴
な
り
に

な
っ
て
い
る
。

　

望
遠
レ
ン
ズ
付
き
の
カ
メ
ラ
を
持
っ
た

一
人
の
男
性
と
出
会
う
。「
何
を
撮
っ
て
い

る
ん
で
す
か
」
と
尋
ね
る
と
、「
カ
ワ
セ
ミ

を
撮
り
に
ね
。
だ
け
ど
今
日
は
ダ
メ
。
来

て
い
な
い
み
た
い
」
と
答
え
て
く
れ
た
。

私
た
ち
も
ぜ
ひ
カ
ワ
セ
ミ
の
姿
を
見
た
い

と
思
い
、
し
ば
ら
く
静
か
に
身
を
潜
め

待
っ
て
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
現
れ
て
く

れ
な
い
。
川
の
土
手
に
は
白
や
黄
色
の

チ
ョ
ウ
が
飛
び
交
っ
て
い
た
。

　

知
多
半
島
道
路
の
少
し
手
前
く
ら
い
か

ら
、
川
沿
い
は
舗
装
さ
れ
た
道
路
に
変
わ

り
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
楽

し
む
人
た
ち
と
多
く
す
れ
違
う
よ
う
に
な

る
。

　

北
前
方
に
は
、
新
美
南
吉
の
童
話
「
ご

ん
ぎ
つ
ね
」
の
舞
台
と
な
っ
た
権
現
山
が

見
え
る
。
童
話
の
中
で
�
兵
十
�
が
病
気

の
母
親
に
食
べ
さ
せ
る
た
め
に
捕
ま
え
た

ウ
ナ
ギ
を
�
ご
ん
�
が
い
た
ず
ら
し
て
、

口
に
く
わ
え
て
逃
げ
て
行
っ
た
の
が
こ
の

辺
り
な
の
か
と
思
い
、
振
り
向
い
て
川
を

の
ぞ
こ
う
と
す
る
と
、
目
の
前
を
ウ
ナ
ギ

で
は
な
く
、
ヘ
ビ
が
ニ
ョ
ロ
ニ
ョ
ロ
と
草

む
ら
の
中
に
消
え
て
い
っ
た
。

「
川
沿
い
を
歩
く
」
の
連
載
は
今
回
で
終

了
し
ま
す
。
次
回
か
ら
は
「
阿
久
比
の
史

跡
を
巡
る
」
を
連
載
し
ま
す
。

半田池 半田池 

鎗場池 

五郷社 
権現山 神明社 

264

55

知
多
半
島
道
路 

植
大
駅 

名
鉄
河
和
線 

阿
久
比
川 

矢勝川 

Ｎ 

阿久比町 

半田市 
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給与所得者の所得税は所得税は 

年末調整で精算 
給与所得者の所得税は 

年末調整で精算 

　

給
与
所
得
者
の
所
得
税
は
、
毎
月
の
給

料
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

一
年
間
の
給
与
総
額
に
対
す
る
所
得
税

額
と
毎
月
の
給
与
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
の
合
計
額
は
、
次
の
よ
う
な
理
由

か
ら
必
ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。

①　

結
婚
や
出
産
な
ど
で
年
の
中
途
で
扶

養
親
族
の
数
が
変
わ
る
場
合
が
あ
る
。

②　

生
命
保
険
料
控
除
や
配
偶
者
特
別
控

除
な
ど
は
、
年
末
に
一
度
に
控
除
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
年
末
調
整
で
過
不
足
が
精

算
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
末
調
整
の
対
象
と
な
る
方
は
、
年
末

調
整
を
行
う
日
ま
で
に
「
給
与
所
得
者
の

扶
養
控
除
等
（
異
動
）
申
告
書
」
を
提
出

し
て
い
る
方
の
う
ち
一
定
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
方
で
す
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

　

給
与
所
得
者
で
あ
っ
て
も
、
次
の
よ
う

な
方
は
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

①　

一
年
間
の
給
与
収
入
が
二
千
万
円
を

超
え
る
方
。

②　

給
与
を
二
カ
所
以
上
か
ら
も
ら
っ
て

い
る
方
。

③　

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

金
額
（
収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を
控

除
し
た
後
の
金
額
）
の
合
計
額
が
二
十

万
円
を
超
え
る
方
。

�
　

確
定
申
告
を
す
る
義
務
が
な
い
方
で
も
、

次
の
よ
う
な
場
合
は
確
定
申
告
を
す
る
と

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①　

マ
イ
ホ
ー
ム
を
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
で

取
得
し
た
場
合
。

②　

多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
。

③　

災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合
。

④　

年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職
し
て

い
な
い
場
合
。

⑤　

給
与
所
得
者
の
特
定
支
出
控
除
の
特

例
を
受
け
る
場
合
。

確
定
申
告
を
す
る
と
所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
場
合

□
問
い
合
わ
せ
先

　

半
田
税
務
署　

�（
２
１
）３
１
４
１

�知
多
県
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

□
休
日
収
納
窓
口
の
開
設

　

日　

時

　
　

十
二
月
十
八
日（
日
）

　
　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

□
収
納
窓
口
の
時
間
延
長

　

日　

時

　
　

十
二
月
二
十
七
日（
火
）

　
　

午
後
七
時
半
ま
で

□
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
県
税
事
務
所
徴
収
課

　

�（
２
１
）８
１
１
１

※　

来
所
の
際
に
は
納
付
書
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

源
泉
徴
収

給
与 

休
日
収
納
窓
口
の
開
設
と
収
納
窓
口

の
時
間
延
長
を
行
い
ま
す

《
平
成
十
七
年
分
の
注
意
点
》

　

所
得
者
本
人
が
年
齢
六
十
五
歳
以

上
で
、
か
つ
、
合
計
所
得
金
額
が
一

千
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
適
用
さ

れ
た
老
年
者
控
除
（
五
十
万
円
）
が

平
成
十
七
年
分
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。

�

�

�

�

���������������������

���������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
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【
受
付
期
間
】

　

平
成
十
八
年
一
月
二
十
三
日
〜

　

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

【
受
付
場
所
】

　

中
央
公
民
館
本
館
１
０
２
号
室

【
提
出
書
類
】

・
入
札
参
加
資
格
申
請
書　

一
部

・
添
付
書
類
（
下
記
参
照
）

※　

物
件
の
製
造
の
請
負
お
よ
び
物
件
の

買
入
れ
そ
の
他
の
契
約
に
関
す
る
競
争

入
札
に
参
加
希
望
す
る
方
は
総
務
課
に

申
請
用
紙
（
町
指
定
様
式
）
が
あ
り
ま

す
。

【
有
効
期
間
】

　

平
成
十
八
年
四
月
一
日
〜

　

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
管
財
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
３
０
）

　

平
成
十
八
年
度
・
十
九
年
度
に
町
が
発
注
す
る
工
事
、
設

計
・
監
理
・
調
査
・
測
量
、
物
件
の
製
造
の
請
負
お
よ
び
物

件
の
買
入
れ
そ
の
他
の
契
約
に
関
す
る
競
争
入
札
に
参
加
希

望
者
の
資
格
審
査
（
追
加
）
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

入札参加資格審査申請書添付書類一覧表
①建設工事　②設計・監理・調査・測量　③物件の製造の請
負および物件の買入れ、その他（※①②については愛知県下
市町村一般様式（従来のもの）、③については町指定様式）

説　　　　　明
資格審査区分

添付書類の名称
③②①

○○○１　入札参加資格審査申請書

許可登録などを行っている業種のみ○○○２　許可登録等を証明した書面

Ａ３サイズに拡大する。契約先を支店などに委任す
る場合は、上部左余白部分に支店などの名称、所在、
電話番号を記入すること（別添）

○３　経営事項審査結果通知書

（別添） ○４　経営規模等総括表

○５　経営事項審査書

（別添）○６　希望種目分類表

○７　営業沿革

○８　営業所一覧表

○９　直前２年の各事業年度における施工金額調書

○１０　申請する営業所における工事施工金額調書

①工事経歴書②営業経歴書○○１１　工事（営業）経歴書 

○１２　使用人数調書

○１３　技術職員名簿

○１４　技術者経歴書

○１５　設計、調査、測量等実績調書

○１６　契約実績一覧表

直前１年分の国、都道府県、市町村税（契約権限な
どを委任された支店などは国税を除した分も添付）○○○１７　納税証明書

○○○１８　使用印鑑届

法人は法務局、個人は市町村長の証明のもの○○○１９　印鑑証明書

法人のみ○２０　登記簿謄本

本籍地の市町村長の証明○○○２１　身分（元）証明書（受任者も含む）

契約権限などを委任する場合のみ○○○２２　委任状（任意様式）

○○○２３　入札参加資格審査申請書受付証

○２４　建設業退職金共済事業加入・履行証明証

○２５　建設業労働災害防止協会加入証明書

（注）１．提出書類はＡ４Ｓ型ファイル綴じとする。　　２．証明書類は鮮明なものであれば写しでも可とする。

※国税の納税証明書発行に係る留意事項 （税務署から）
　納税証明書の請求に関して本人（法人の場合は代表者）が請求する場合は、代理人の印鑑、委任状、代理人の確認ができるも
の（免許証、保険証など）、手数料が必要です。

平
成
１８
年
度
・
１９
年
度 （

追
加
） 
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□
勤
務
場
所　

東
部
小
学
校

□
勤
務
内
容

　

低
学
年
の
授
業
で
担
任
の
補
助
な
ど

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
期
間

　

平
成
十
八
年
一
月
十
日
か
ら

　

三
月
三
十
一
日
ま
で

□
勤
務
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
（
週
二
十
五
時
間
程
度
）

□
賃　

金

　

二
千
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格

　

小
学
校
教
諭
免
許
を
有
す
る
年
齢
六
十

三
歳
（
平
成
十
七
年
十
二
月
一
日
現
在
）

ま
で
の
健
康
な
方
。

□
試　

験

　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

　

資
格
証
明
書
の
写
し

□
申
込
期
限

　

十
二
月
十
三
日（
火
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
５
）

�□
勤
務
場
所　

町
立
図
書
館

□
勤
務
内
容　

図
書
館
事
務
の
補
助

□
募
集
人
員　

若
干
名

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

□
勤
務
期
間　

二
月
一
日
か
ら

□
勤
務
時
間

　

火
曜
〜
金
曜
日　

午
前
九
時
半
〜
午
後

　

三
時　

午
後
一
時
半
〜
午
後
六
時

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日　

午
前
九
時
〜

午
後
五
時

□
賃　

金　

七
百
二
十
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格　

年
齢
五
十
歳
（
平
成
十
八

年
二
月
一
日
現
在
）
ま
で
の
パ
ソ
コ
ン

操
作
が
で
き
、
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

に
勤
務
で
き
る
健
康
な
方
。

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

□
申
込
期
限

　

平
成
十
八
年
一
月
十
日（
火
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
立
図
書
館　

�（
４
８
）６
２
３
１

�
　

家
族
の
思
い
出
を
ビ
デ
オ
に
撮
っ
て
、

パ
ソ
コ
ン
で
編
集
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
日　

時

　

平
成
十
八
年
一
月
七
日（
土
）・

　

一
月
十
四
日（
土
）

　

午
後
二
時
〜
午
後
四
時

□
場　

所　

図
書
館
視
聴
覚
室

□
対　

象　

一
般

□
定　

員　

十
人

□
受
講
料　

無
料

□
内　

容

　

ビ
デ
オ
撮
影
の
基
本
と
編
集
に
つ
い
て

□
講　

師

　

森
岡
小
学
校
教
諭　

鈴
木
は
じ
め
さ
ん

�

�

�

�

�

�

�

�

　

草
木
小
学
校
教
諭　

石
本　

憲
司
さ
ん

□
申
込
期
限

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

□
そ
の
他

　

自
分
で
使
用
し
て
い
る
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

（
機
種
は
問
い
ま
せ
ん
。）
と
取
扱
説
明

書
・
付
属
品
一
式
を
す
べ
て
と
、
あ
れ
ば

三
脚
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

バ
ッ
テ
リ
ー
は
充
電
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
立
図
書
館　

�（
４
８
）６
２
３
１

�
　

平
成
十
八
年
度
阿
久
比
町
学
校
給
食
用

購
入
物
資
納
入
業
者
の
指
定
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
。

　

希
望
の
方
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
ま
で

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
受
付
期
間

　

平
成
十
八
年
一
月
四
日（
水
）〜

　

二
十
日（
金
）

※　

申
請
書
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
あ

り
ま
す
。

□
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

�（
４
８
）５
１
１
１

��□
試
験
日
な
ど

　

平
成
十
八
年
二
月
五
日（
日
）

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

平
成
十
七
年
度
第
四
回

危
険
物
取
扱
者
試
験

　

一
般
対
象

　

甲
種
・
乙
種
４
類
・
丙
種

□
試
験
会
場　

名
古
屋
市
内

□
受
付
期
間

　

十
二
月
十
九
日（
月
）〜

　

十
二
月
二
十
六
日（
月
）

□
試
験
手
数
料

　

甲
種　

五
千
円

　

乙
種　

三
千
四
百
円

　

丙
種　

二
千
七
百
円

□
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　

�
０
５
２（
９
６
２
）１
５
０
３

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
防

災
課　

�（
２
１
）１
４
９
１

�□
講
習
日
時

　

平
成
十
八
年
一
月
二
十
四
日（
火
）

　

午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
半

□
講
習
会
場　

大
府
市
役
所

□
講
習
内
容

　

乙
種
第
４
類
・
丙
種
が
対
象

□
受
付
期
間

　

平
成
十
七
年
十
二
月
五
日（
月
）〜

　

平
成
十
八
年
一
月
二
十
三
日（
月
）

□
講
習
費
な
ど

　

受
講
料　

四
千
円

　

テ
キ
ス
ト
代　

二
千
八
百
円

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
防

災
課　

�（
２
１
）１
４
９
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/̃chitac
hu/syoubousyo/fram

epage１
.htm

平
成
十
七
年
度
第
四
回

危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習
会

InformationInformation

お知らせ  
InformationInformation

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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□
講
習
日

平
成
十
八
年
二
月
二
日（
木
）、

三
日（
金
）、
七
日（
火
）、
八
日（
水
）

□
講
習
会
場

　

ウ
ィ
ル
あ
い
ち
（
名
古
屋
市
）

□
対　

象

　

免
状
交
付
者
で
現
に
危
険
物
製
造
所
な

ど
で
取
り
扱
い
作
業
に
従
事
し
て
い
る
方
。

（
保
安
監
督
者
も
含
む
）

□
講
習
種
別

　

給
油
取
扱
所

　

特
定
事
業
所

　

一
般

□
申
し
込
み

　

平
成
十
八
年
一
月
十
二
日（
木
）か
ら
一

月
十
八
日（
水
）ま
で
に
愛
知
県
危
険
物
安

全
協
会
連
合
会
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

□
受
講
料

　

四
千
七
百
円

□
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会

　

�
０
５
２（
９
６
１
）６
６
２
３

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
防

　

災
課　

�（
２
１
）１
４
９
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/̃chit
achu/syoubousyo/fram

epage１
.

htm

�
　

車
で
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方
、
環
境

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

の
た
め
車
か
ら
鉄
道
に
乗
り
換
え
ま
せ
ん

か
。

　

店
舗
利
用
型
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
と
は
、

「
駅
周
辺
の
駐
車
場
に
車
を
停
め
て
、
鉄

道
に
乗
り
換
え
る
環
境
に
や
さ
し
い
移
動

ス
タ
イ
ル
」
を
駅
に
近
い
店
舗
の
駐
車
場

を
活
用
し
て
行
う
も
の
で
す
。

　

愛
知
県
で
推
進
し
て
い
る
こ
の
環
境
や

地
域
に
役
立
つ
取
り
組
み
が
、
ア
ピ
タ
阿

久
比
店
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
紹
介

し
ま
す
。

□
対　

象

　

ア
ピ
タ
阿
久
比
店
（
指
定
場
所
十
八
台

分
）
に
駐
車
し
、
鉄
道
に
乗
り
換
え
て
通

勤
、
通
学
で
き
る
方
。

□
最
寄
り
駅

　

名
鉄
河
和
線
植
大
駅
（
徒
歩
二
分
）

□
利
用
可
能
時
間

　

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
と
定
休
日
、
特

定
日
を
除
く
平
日
の
午
前
六
時
半
か
ら
午

前
零
時
ま
で
。

□
利
用
条
件

　

一
カ
月
ご
と
に
商
品
券
一
万
円
分
購
入
。

□
問
い
合
わ
せ
先

ア
ピ
タ
阿
久
比
店
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン

タ
ー　

�（
４
８
）７
９
１
１

建
設
課　

�（
４
８
）１
１
１
１

（
内
２
８
８
）

�長
松
山
正
盛
院　

竹
内
正
英
様

　

草
木
保
育
園
へ
絵
本
を
三
十
二
冊
ご
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

Information

�

�

�

�

�

�

�

�

	

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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す
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ろ
う 
じ
ん
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�
�
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�
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み
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■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ　■知多中部地域行政情報  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｃｈｉｔａ-ｃｈｕｂｕ．ｇｒ．ｊｐ/
　　　資源を大切に！この用紙は再生紙（古紙１００％）を使用しています。

阿久比町民憲章 人 口 と 世 帯
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ７，９５６　　（　１６）

人　口　２４，８１４人（　１４）

　男　　１２，２９４人（　３）

　女　　１２，５２０人（　１１）

（　　）は前月との増減数

１０月中の異動

　出生　１２　転入　８８

　死亡　１５　転出　７１

平成１７年１１月１日現在

第　

回
１１

　

阿
久
比
町
書
き
初
め
大
会
参
加
者
募
集

��������	
����������	
��
�

と　　　き　　平成１８年１月５日（木）
会　　　場　　ふれあいの森体育室
参加対象者　　どなたでも参加できます。（町内在住・在勤は問いません）
参　加　費　　無料
申し込み先　　阿久比町教育委員会　社会教育課
　　　　　　　�（４８）１１１１（内２６２）
※　開始時間、課題などの詳細については社会教育課に問い合わせてく
ださい。


